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国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加
入

す
る
制
度
で
す
。

　

高
齢
に
な
っ
た
と
き
、
障
が
い
を

負
っ
た
と
き
、
ま
た
、
一
家
の
生
計
維

持
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
生
活
の
安

定
を
図
る
こ
と
が
目
的
の
公
的
な
制
度

で
す
。

希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
方

　

60
歳
に
な
る
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
な
い
方
や
、
受
給
資
格
は
あ
る
が
年

金
額
を
満
額
に
近
づ
け
た
い
方
は
、
65

歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
受
給
中
の
方

を
除
き
ま
す
。

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
海
外
に

在
住
の
日
本
人（
納
付
状
況
に
よ
っ
て

は
70
歳
ま
で
）も
加
入
で
き
ま
す
。

※�

生
年
月
日
に
よ
り
65
歳
以
上
70
歳
ま

で
加
入
で
き
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

　

保
険
料
は
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま

で
の
40
年
間
納
め
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

こ
の
間
に
免
除
期
間
を
含
め
、
最
低
25

年
以
上
の
保
険
料
の
納
付
が
必
要
で
す
。

　

第
1
号
被
保
険
者
の
月
額
保
険
料
は
、

1
万
5,250



円（
平
成
26
年
度
）で
す
。

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は

 

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
ど
う
し
て
も

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
申
請
し
て
認

め
ら
れ
れ
ば
、
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一

部
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

受�

給
資
格　

年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

必
要
な
期
間(
原
則
25
年
以
上
)に
合

算
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
の
計
算

・�

全
額
免
除
‥
当
該
期
間
の
2
分
の

1
(
平
成
20
年
度
分
ま
で
は
、「
3

分
の
1
」)

・�

4
分
の
3
免
除
‥
当
該
期
間
の
8

分
の
5(

平
成
20
年
度
分
ま
で
は
、

「
2
分
の
1
」)

・�

半
額
免
除
‥
当
該
期
間
の
4
分
の
3

（
平
成
20
年
度
分
ま
で
は
、「
3
分
の
2
」）

・�
4
分
の
1
免
除
‥
当
該
期
間
の
8

分
の
7
(
平
成
20
年
度
分
ま
で
は
、

「
6
分
の
5
」)

が
各
々
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

※�

若
年
者
納
付
猶
予
は
、
30
歳
未
満
で

　

�

本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額

以
下
、
学
生
納
付
特
例
は
、
学
生
で

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

い
ず
れ
も
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、

保
険
料
を
後
日
納
付(
追
納
)で
き
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
追
納
は

　

免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
3
年
度
目
以
降
は
、
当
時

の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
を
加
え
た

追
納
額
に
な
り
ま
す
。

「
割
引
前
納
制
度
」が
お
得
で
す

　

1
年
分
ま
た
は
半
年
分
を
ま
と
め
て

納
付
す
る
と
、そ
れ
ぞ
れ
年
3
,250



円
、
740
円
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
利

用
す
る
場
合
に
は
、
条
件
に
よ
り
割
引

率
が
変
わ
り
ま
す
。

税
金
が
安
く
な
り
ま
す

　

納
付
し
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
た
め
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
申
告
す
る
と

税
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

特集

暮
ら
し
を
支
え
る

 
国
民
年
金
問合せ先
　市市民窓口グループ
　☎ 52-1111
　（内線 216 ·261）

◆�国民年金は、加入者の
種類によって保険料の
納付や給付の内容が異
なっているために次の
３種類に区分されます。

第１号被保険者
対  象：�農林漁業、自営業、自由

業、無職および20歳以
上の学生

納付方法：�保険料は各自で納めます。
第２号被保険者
対  象：�サラリーマンやＯＬで、

厚生年金や各種共済組合
に加入している方

納付方法：�給与から源泉徴収され、
事業主が加入している制
度を通じて支払います。

第３号被保険者
対  象：�厚生年金や各種共済組合

の加入者に扶養されてい
る配偶者の方

納付方法：�配偶者が加入している制
度で、拠出金として支払
います。


